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共同利用・共同研究拠点
共同利用・共同研究拠点とは、個々の大学の枠を越え
て大型の研究設備や大量の資料・データ等を、全国の研
究者が共同で利用し、共同研究を行う拠点です。国立大
学の全国共同利用型の附置研究所等を中心に推進されて
きましたが、2008 年７月に学校教育法施行規則を改正
し、国公私立大学を通じたシステムとして、文部科学大
臣による共同利用・共同研究拠点の認定制度が設けら
れました。2013 年度現在、全国の国公立 30 大学で 78
拠点、私立 11 大学で 12 拠点が認定されており、中部
圏では、名古屋大学、富山大学、金沢大学、静岡大学と
本学の 5 大学が認定されています。
越境地域政策拠点の体制
愛知大学三遠南信地域連携研究センターでは、共同利
用・共同研究拠点の運営体制として、学外研究者を委員
に含む運営委員会と共同研究公募委員会を設置していま
す。なお、拠点事業の外部評価を行う、活動評価外部委
員会も設定しています。
越境地域政策研究拠点に係る事業を実施するために、
越境地域計画コア、越境情報プラットフォームコア、越
境地域モデルコアで構成する研究部門と、人材育成部門
を設け、センター会議で統括しています。
組織の各委員と研究に関わる体制は以下の通りです。
●活動評価外部委員会
大西隆 豊橋技術科学大学学長
日本学術会議会長
村山祐司 筑波大学教授
（地理情報システム学会元会長）
氷鉋揚四郎 筑波大学教授（日本地域学会長）
●運営委員会
大貝彰 豊橋技術科学大学教授
川口宗敏 静岡文化芸術大学教授
瀬田史彦 東京大学准教授
加藤勝敏 公益社団法人東三河地域研究センター
常務理事
郭暁川 内蒙古大学経済管理学院長
穂積亮次 愛知県新城市長
戸田敏行 愛知大学教授
蒋湧 愛知大学教授
岩崎正弥 愛知大学教授
●公募委員会
山崎寿一 神戸大学教授
厳網林 慶應義塾大学教授
福島茂 名城大学副学長
戸田敏行 愛知大学教授
蒋湧 愛知大学教授
●センター研究員
Ⅰ研究部門
1. 越境地域計画コア
○戸田敏行（愛知大学教授：地域計画学）
・西堀喜久夫（愛知大学教授：財政学）
・名和聖高（愛知大学教授：国際経済学）
・功刀由紀子（愛知大学教授：リスク分析学）
・和田明美（愛知大学教授：日本語学）
・今里佳奈子（愛知大学教授：行政学）
・野田遊（愛知大学教授：行政学）
・森田実（愛知大学非常勤講師：水文学）
・高橋大輔（愛知大学非常勤講師：人文地理学）
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・小川勇樹（愛知大学助教：都市計画学）
・暁敏（愛知大学研究員：地域経済学）
・花井寿邦（愛知大学研究員：地域計画学）
・青木伸一（大阪大学教授：土木工学）
・堀尾容泰（九州大学教授：経営学）
・後藤尚弘（豊橋技術科学大学准教授：エコロジー工学）
・銭貴霞（内蒙古大学教授：産業経済学）
2. 越境地域モデルコア
○駒木伸比古（愛知大学准教授：都市地理学）
・安福恵美子（愛知大学教授：観光学）
・打田委千弘（愛知大学教授：計量経済学）
・元晶煜（愛知大学准教授：経営学）
・佐藤正之（愛知大学助教：地理情報科学）
・近藤暁夫（愛知大学助教：商業地理学）
・澁澤博幸（豊橋技術科学大学准教授：計量経済学）
3. 越境情報プラットフォームコア
○蒋湧（愛知大学教授：地理情報科学）
・澤田貴行（愛知大学助教：情報工学）
・柴崎亮介（東京大学教授：地理情報科学）
・稲垣英樹（安城市役所：地理情報科学）
・陶俊（㈱ナカシャクリエイテブ：地理情報科学）
・張启鋒（内蒙古大講師：経営情報学）
・高俊（上海師範大学教授：都市地理学）
・李衛江（上海師範大学准教授：都市学地理）
・山元隆稔（愛知大 PD：都市計画学）
Ⅱ . 人材育成部門
○岩崎正弥（愛知大学教授：農村社会学）
・蒋湧（愛知大学教授：地理情報科学）
・戸田敏行（愛知大学教授：地域計画学）
・駒木伸比古（愛知大学准教授：都市地理学）
・阿部聖（愛知大学教授：経済史）
・片倉和人（愛知大学准教授：農業経済学）
・黍嶋久好（愛知大学非常勤講師：農村社会学）
・鈴木伴季（愛知大学研究員：経済地理学）
　○は責任者
越境地域政策研究拠点の形成
三遠南信地域連携研究センターでは、我が国の越境地
域政策モデルである三遠南信地域を対象とした研究の蓄
積を有しています。さらに国内外の越境地域とのネット
ワークを形成しており、この県境地域「三遠南信地域」
を政策実験モデルとして、３層の共同研究機関ネット
ワークで研究を進めます。
以上の、国内外の越境地域における地域政策研究機関、
研究者等との一般共同研究、地域間交流研究、越境地域
基盤研究を行いながら、越境地域政策研究拠点の形成を
目指しています。
共同研究
一般共同研究：全国の研究者を対象に、特定の越
境地域において、以下の越境地域政策に関する研
究課題（課題研究、自由研究）を対象とします。
・課題研究／ 1. 越境地域のガバナンス形成、2. 越
境地域のリスク管理、３. 越境地域の産業経
済連携、4. 越境地域の生活環境形成、5. 越境
地域の情報基盤整備
・自由研究／越境地域政策に関する研究課題を
自由に設定
地域間交流研究：越境地域政策研究の基盤づくり
を目的として、特定の越境地域（国内・国外）に
おける産・官・学の研究者や行政関係者によるシ
ンポジウム・研究会等の研究交流事業を中心とし
ます。
越境地域基盤研究：全国越境市町村、越境地域組
織、三遠南信地域内事業所等の実態調査をし、政
策データベースを強化します。
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